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大学評価コンソーシアム行動計画案（平成 24［2012］年度－平成 28［2016］年度） 

 

＜目標とその実現のための措置＞ 

・大学評価コンソーシアムおよび大学評価担当者集会の基本的な方針は、設立趣意書等に記述さ

れている。本行動計画においては、今後５年間の行動目標およびそれを実現するための措置につ

いて明記する。 

・まず我々が、この期間内に、大学評価コンソーシアムとして、大学評価担当者集会などを通し

て、当初の設立目的を実現するために以下のような考え方の下に活動を行う。 

１）評価を通して、大学の教育、研究、諸活動の充実につなげるための支援を行う。 

２）実践を基本とした事例を蓄積し、役に立つ知識・スキルを共有する。 

３）評価に携わるすべての人（大学、評価機関、政府等）に役に立つ活動とする。 

 

・これらの考え方にもとづき、今後５年間、我々は以下の行動計画に基づく活動を展開する。な

お、行動計画１は「必ずやること、やるべきこと」、行動計画２は「これから可能な範囲で取り組

んでいくこと」として位置づけている。 

 

行動計画１ 

大学評価に携わるすべての人が「評価」という取り組みを通して、大学の改善を図っていくため

の理解を深めるための支援を行う。 

・大学の規模や構成により、個々の大学で評価への取組内容や方法が違うのは当然であるが、共

有できること、共通なものを積み上げて行くことで、評価を改善に活かす、という土壌を作って

いくべきである。 

・「積み上げ」「継続」「学べる場（気づきの場）・教える場」というキーワードを念頭に置いて様々

な活動を行う必要があり、大学評価担当者集会及び各種催し物を通じてその実現を目指す。加え

て、web サイト、メーリングリストについても、充実を図っていく。 

・当面は、参加者個人が考える場の提供を積極的に提供していくことになるが、大学同士が議論

し合う枠組みの構築も考えていきたい。 

・ただし、繰り返しになるが、初級者に多くのことは求めすぎないように留意する。我々も最初

は初心者であった。我々も、様々な知識や経験の中で、徐々に成長したわけである。最初は初心

者であった者が、やがて中級者として、たとえ評価以外の部署に移ったとしても、大学の改善の

ために、我々の議論に参加いただけるような循環を目指して、中期的な視座でものごとを考える

べきである。 

・他の評価に関わる団体や組織とは積極的に交流を図るべきである。それは、単にコンテンツの

充実というだけではなく、我が国の高等教育の発展のためには不可欠であろう。 
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行動計画２ 

評価人材の能力・スキルを明らかにし、評価人材が大学の改善のために効果的な支援が行えるよ

うな具体的なテーマを設定し、目的を明確にした評価人材の育成、資質の向上を図る。 

・評価活動について、必要な能力・スキルをそれぞれ水準（例えば、初級、中級、上級等）ごと

に定義し、評価担当者の自己の状況把握につなげていただく。これは、大学評価担当者集会等で

我々が運営する各種コンテンツが、どの能力・スキルをどのように向上させるべく企画されたの

か、ということを示すものでもある。 

・初心者および初心者に向かう者に対しては、知識、スキルの伝授を基本とし、評価人材の裾野

を広げることに留意する。 

・これは、日本の評価担当者の事情（定期的な異動があることが多い）を考慮し、評価部門に在

籍しているときだけではなく、異動後にも活用できるようなものの見方・考え方（評価マインド）

の涵養についても注力する、ということである。 

・評価マインドとは、自分の行っている業務が学内、学外に対して、どのように影響しているの

か、その成果や効果を踏まえつつ、自己の業務の目標だけでなく、大きな目的達成のために俯瞰

的な視点を持ちながら、業務のたゆまざる改善が行えること、と言える。 

・中級者および中級者に向かう者に対しては、積極的に自らの取り組みを事例として持ち寄って

いただくことで、ともに議論、分析を進めていく、相互互恵関係の構築が求められるだろう。 

・上級レベルについては、我々幹事を含め、現状の日本の大学関係者で知識やノウハウ、コンテ

ンツを提供できる状況にはないため、当面、対象としないこととする。 

・評価担当者は、一般的に直接改善のプロセスには関与できない。むしろ、改善を図るために必

要な現状把握を自ら行ったり、各部署がそれを行いやすくすること、また、可能であれば、改善

の糸口を示すことが、その重要な任務である。そのために、評価担当者は、様々な制度ないし仕

組みの設計、体制整備、インフラ整備、データや政策の分析、報告や提案（レポーティング）を

行っている。 

・一方、大学評価コンソーシアムが個々の大学の課題に対する解決策を、提案することは困難で

ある。しかし、評価担当者が一堂に会し、個々の大学で改善を図るために必要な情報、スキルに

ついて共有するための場を提供することはできる。さらにそれが、社会的なニーズを一定程度考

慮したものであれば、なおよいだろう。 

・評価担当者とは、教育改善を直接行わない場合が多いが、「大学で働くすべての人が、評価マイ

ンドを持って何らかの改善に取り組むことができるように支援していくこと」が我々の努めでは

ないか、ということである。 

・このようなことを踏まえ、評価担当者に求められる能力・スキルを考え、内部質保証（教育成

果）、IR 活動、データベース、機関別認証評価などのテーマを踏まえつつ、評価マインドの涵養

を図る必要がある、と考えられる。 
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表：評価人材に求められる能力に関するルーブリック（作成中・たたき台） 

能力・スキル 初級 中級 上級 

評価業務の遂行

能力 

法令順守を満たす報

告書が作成できる 

評価の制度設計が出来る 改善に結びつくような

評価報告書を作成でき

る 

全学的な事業計

画の支援能力 

事業計画に必要な情

報を集約できる 

事業計画の設計や部局間

の調整ができる 

事業計画の施行と遂

行、運用を支援するこ

とができる 

学外情報の分析

能力 

学外の政策、経営的な

情報を収集できる 

学外の政策、経営的な情報

を学内の現状を理解した

うえで、優先順位の提言が

できる。 

学外の政策、経営的な

情報提供の際に、学内

対応を準備することが

できる 

学内情報の分析

能力 

単一変数の集計デー

タから、傾向を説明す

ることができる 

学内の複数の変数の分析

ができる（例、クロス集計） 

量的、質的データの組

み合わせから、学内の

課題を浮き彫りにする

ことが出来る 

コミュニケーシ

ョン能力 

他部署からの情報の

要請に応えることで

きる 

他部署からの要請に対し、

関連情報を付加して応え

ることができる 

他部署からの要請を通

じて、情報共有の関係

を構築できる 

情報技術、IT シ

ステム 

データベースの使用

ができる 

データベース・システムの

組み合わせから必要デー

タを取得できる 

データベース・システ

ムの設計ができる 

 ・・以下続く 

（初級、中級、状況を厳密に考えていく場合、tier1、tier2、tier3 に対応させるのもありではな

いか。） 

 


